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『丘の上で海の哺乳類が語る!?』

１）専門は何ですか
哺乳類、とくに海棲哺乳類の系統進化と適
応放散に興味を持っています。海棲哺乳類
がどのように水中生活に適応していったの
かを、環境変動などの外的な要因との関係
で調べています。

２）これから取り組んでみたい研究は
海棲哺乳類は、山岳や大河などの地理的な
障壁が小さいため、その出現や絶滅はわか
らないことだらけです。今後は化石だけで

なく遺跡産の遺骸からの遺伝子情報も使っ
て、例えば近年になって絶滅したニホンア
シカの100万年史などにも取り組んでみた
いと思っています。

３）やりがいを感じるのはどのような時ですか
ディスカバリートークで自身の研究成果を
紹介するような小さな話題の時でも聞きに
来てくれるたくさんの来館者に接したとき、
当館が知的好奇心を充足させるだけでな
く、科学的探究心を刺激する場になってく
れているのかなと感じます。

４）今の職業に就いていなければ何をしている

と思いますか
小さいときから、古いものを集めることが
大好きでした。きっと自分で博物館を開い
ているのではないかと思います。

化石の発見が第一歩！
　私は、海棲哺乳類とくにアシカやセイ
ウチの仲間が、どのように陸から海へと
生活の場を変えて「優秀なスイマー」と
なっていったのかを古生物学的に研究し
ています。でも、実を言うと私自身はこ
れまで一度もスキューバダイビングはし
たことがなく、アシカはおろか魚です
ら、大海原で泳ぎ遊ぶ姿を自らの目で
観察したことがありません。いったい私
は「丘の上」で、どのように海棲哺乳類の

適応進化を研究しているのでしょうか。
　古生物学の分野で研究の対象となる
のは、主に地層の中に残された化石で
す。私が研究対象としているアシカやセ
イウチなどの海棲哺乳類の化石も、海の
中ではなく地層の中に眠っています。で
すから、硬い岩の中から化石を発見して
掘り出すことができれば、『丘の上』に
いながらアシカに自らの進化を語らせる
ことができるということになります。
　
化石は何を語ってくれる？
　化石を丁寧に剖出すると、ときに思い
もよらない事実を知ることができる場
合があります。例えば、標本に背骨が残
されていれば、彼らが前肢と後肢のどち
らで泳いでいたのかを知ることができま

すし、幸運にも頭骨が残されていれば、
脳頭蓋の空隙（行動や感覚を司る脳の形
がそのまま鋳型となって残されていま
す）をＣＴスキャナーで立体復元すること
で、彼らがどのような「五感」を持って
いたのかも知ることができます。
　日本列島からも、アシカやセイウチの
仲間の適応進化を明らかにできるよう
な保存状態のよい化石がこれまでにい
くつも発見されています。これらを慎重
に調べていくことで、彼らがどのように
進化してきたのかを、きっと描き上げる
ことができると思いますし、こうした化
石の研究によって生き物の適応進化の
背景にいったい何があったのかも、いつ
の日か必ずや詳らかにできると信じて
います。

背景：メキシコでの発掘調査
上：絶滅したセイウチの仲間の体骨格化石．椎骨
は並んだ状態で保存されている
下：絶滅したセイウチの仲間の頭蓋化石．脳の鋳
型から脳の形態が復元できる


